
李慶著 『日本漢学史』(三巻)

書
評

李
慶
著

『
日
本
漢
学
史
』
各
一巻
）

一
、

本
書
の
構
成
と
性
格

私
が
本
書
評
欄
で
と
り
あ
げ
る
作
品
は
、

中
国
の
学
者
李
慶
氏
が
十
年
以
上
の
歳
月
を

費
や
し
た
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
大
冊

『
日
本
漢
学
史
』
壱
、

弐
、

参
の
三
冊
で
あ
る
。

上

海
外
語
教
育
出
版
者
か
ら
二
①
①
二
年
七
月
、

二
①
①
四
年
二
月
、

二
①
Ｏ
四
年
六
月
と

各
二

十
①
①
部
出
版
さ
れ
て
い
る
。

三
冊
の
副
題
と
取
り
扱
っ
て
い
る
時
代
と
分
量
を
左

に
示
そ
う
ｃ

『
日
本
漠
学
碑
』

（第

一
部
）
起
源
和
確
立

（
一
人
六
七
～

一
九

一
人
）
六
①
人
頁

『
日
本
漠
学
空
』

（第
二
部
）
成
熟
和
迷
途

全

九

一
九
～

一
九
四
五
）
五
人
三
頁

『
日
本
漢
学
史
』
（な憂
二
部
）
転
折
和
発
展

（
一
九
四
五
～

一
九
七

一
）
人
七
三
頁

各
巻
と
も
、

国
際
情
勢
、

国
際
漢
学
、

中
国
と
日
本
の
学
術
交
流
の
叙
述
の
あ
と
に
、

史
学
、

思
想

・
哲
学

・
宗
教
、

文
学
、

言
語
学

・
芸
術
史
の
各
分
野
に
分
け
、
日
本
人
の

中
国
学
の
概
況
が
代
表
的
人
物
毎
に
紹
介
さ
れ
て
い
き
、

各
巻
の
最
後
に
は
、

そ
の
時
代

の
代
表
的
論
争
が
三
つ
な
い
し
二
つ
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
あ
げ
ら
れ
た
論
争
名

も
、

こ
こ
に
紹
介
し
て
お
こ
う
ｃ

小

川

晴

久

第

一
部

（１
）
漢
字
改
革
に
関
し
て

（２
）
尭
舜
抹
殺
論

（３
）
『支
那
勢樫

払塑
戸
に
関

し
て第

二
部

（１
）
中
国
観
論
争

（２
）
漢
学
政
策
論
争

（３
）
天
文
学
と
中
国
古
代
典
籍

論
争第

三
部

（１
）
中
国
歴
史
時
期
区
分
論
争

（２
）
中
国
資
本
主
義
萌
芽
問
題

以
上
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

本
書
は
日
本
の
近
現
代
の
中
国
学
の
紹
介
で
あ
る
。

『
日
本

の
近
現
代
の
中
国
学
』
と
言
い
換
え
れ
ば
、

本
書
の
性
格
は

一
日
瞭
然
で
あ
る
。

本
誌
の
名
は

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
で
あ
る
。

本
誌
の
使
命
は
日
本
漢
文
学
と
は
何
か

を
内
容
に
即
し
て
論
じ
、

そ
の
存
在
意
義
を
証
明
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
る
。

と
り
わ
け
日
本
漠
文
学
の
領
域
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

歴
史
的
事
情
に
よ
っ
て
そ
の

観
念
が
稀
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
か
ら
本
誌
の
役

割
は
始
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
本
誌
が
書
評
に
と
り
あ
げ
る
も
の
も
こ
の
使
命
に

役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｃ

本
誌
の
課
題
に
照
ら
し
て
本
書
を
と
り
あ
げ
る
こ

と
は
根
拠
が
あ
る
か
。

本
書
は
本
誌
の
課
題
を
解
く
上
で
役
に
立
つ
書
物
で
あ
る
か
。

答

え
は

一
見
ノ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、

イ
エ
ス
で
あ
る
。

一-307-一



日本漢文学研究

二
、　
日
本
漢
文
学

（日
本
漠
学
）
評
価
の
逆
証
明

日
本
漠
文
学

（日
本
漢
学
）
を
漢
文
訓
読
法

（日
本
の
語
順
に
置
き
か
え
る
手
法
）
を

駆
使
し
た
中
国
の
詩
文
の
理
解
や
漠
詩
文
の
創
作
を
考
え
た
と
き
、　

つ
ま
り
日
本
語
と
日

本
文
化
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を
考
え
る
と
き
、

本
書
の
題
名
と
内
容
の

『
日
本
漠
学
史
』
は
こ

れ
に
当
た
ら
な
い
。
日
本
人
に
よ
る
中
国
研
究
で
あ
る
後
者

（本
書
）
は
、

中
国
研
究
、

中
国
理
解
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
の
で
あ
り
、

本
書
で
欧
米
の
中
国
研
究
が
国
際
漢
学
と

称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

本
書
の
題
名
と
内
容
は
『
日
本
の
漠
学
申
』
で
あ
っ
て
、

『
日

本
漢
学
の

（歴
）
史
』
で
は
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
の
漢
学

（中
国
学
）
は
フ
ラ
ン
ス
語
や
フ

ラ
ン
ス
文
化
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
い
。
日
本
や
韓
国
は
た
ま
た
ま
中
国
と
同
じ
漢
字
を

使
っ
て
い
る
た
め
に
、

中
国
の
詩
文
の
学
と
摸
倣
は
、

中
国
学
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
国

の
文
化
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
も
な
る
。
日
本
や
韓
国
で
漢
文
学
や
漢
学
と
い
う
と
き
、

強
い

二
重
性
を
帯
び
ざ
る
を
得
ず
、

外
国
研
究
と
し
て
の
中
国
学
が
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

両
者
の
違
い
が
意
識
さ
れ
て
く
る
。

本
書
を

一
見
し
た
と
き
、

本
書
は
日
本
漢
文
学

（日
本
漢
学
）
解
明
に
は
余
り
役
に
立

た
な
い
な
と
思
っ
た
の
は
こ
れ
に
よ
る
。

し
か
し
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

狭
義
の
日
本
漢
文
学

（日
本
漢
学
）
も
中
国
の
詩
文
の

理
解
と
い
う
側
面
は
あ
る
の
だ
か
ら
、

日
本
人
に
よ
る
中
国
理
解
の
側
面
を
も
つ
。

そ
の

い
み
で
は
本
書
と
本
誌
の
課
題
解
明
と
は
関
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。

私
は
本
書
の
著
者
李
慶
氏
に
次
の
点
を
感
謝
し
た
い
。

よ
く
ぞ
日
本
人
の
中
国
研
究
の

全
体
を
こ
こ
ま
で
叙
述
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
よ
。
日
本
人
で
も
で
き
な
い
こ
と
を
、

あ
ろ

う
こ
と
か
自
国
文
化
に
自
足
し
が
ち
な
中
国
人
が
果
た
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
高
く
評
価

し
た
い
。

私
な
ら
ず
と
も
本
書
か
ら
日
本
人
は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
前
ま
で
の
第

一
部
と
な審

一部
か
ら

（自
分
の
生
ま
れ
た
前
の
時
代
か
ら
）
沢
山
の
こ

と
を
学
ん
だ
こ
と
、

ま
た
学
閥
、

派
閥
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
別
の
意
識
が
私
の
中
に
あ
っ
て

あ
え
て
見
よ
う
と
し
な
い
、

知
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
人
物
や
研
究
者
の
業
績
が
、

本
書
で

は
平
等
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
近
現
代
に
は
、

こ
ん
な
に
沢
山
の
中
国
研
究
者
が
い
て
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
中

国
研
究
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
と
読
者
は
読
み
お
え
て
、

あ
る
感
銘
を
覚
え
る
。

何
よ
り
も
感
謝
し
た
い
の
は
、

著
者
が
日
本
の
中
国
研
究
を
高
く
評
価
し
て
く
れ
た
こ

と
、

そ
れ
を
自
国
民

（中
国
人
）
に
具
体
的
に
知
ら
せ
よ
う
と
、

十
年
の
歳
月
と
す
べ
て

自
費
で
、

二
①
①
万
字
も
の
原
稿
を
作
成
さ
れ
た
壮
挙
に
対
し
て
で
あ
る
。

李
慶
氏
は
日
本
の
中
国
研
究
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
下
さ
っ
て
い
る
ｃ

一
、　

非
常
に
資
料
を
重
視
す
る
こ
と
。

具
体
的
に
言
え
ば
、

①
語
学
の
能
力
の
養
成

と
原
書
の
読
解
講
究
の
重
視
ｃ

た
し
か
な
業
績
を
あ
げ
て
い
る
日
本
の
中
国
学

者
の
漢
文
や
中
国
文
献
理
解
の
水
準
は
高
い
。

ま
た
欧
米
の
語
学
に
も
通
じ
、

世
界
の
中
国
学
の
研
究
成
果
を
利
用
し
て
い
る
。

②
日
本
所
蔵
の
他
国
に
な
い

貴
重
な
資
料
の
活
用
ｃ

公
共
機
関
以
外
の
大
量
の
寺
院
や
故
人
所
蔵
の
書
籍
の
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活
用
ｃ

③
新
発
見
の
資
料

へ
の
関
心
の
高
さ
と
学
界
の
反
応
の
早
さ
ｃ

二
、　

欧
米
の
視
点
を
使
っ
て
研
究
対
象
に
分
析
を
加
え
、

切
り
込
む
こ
と
に
た
け
て

い
る
。

古
く
は
中
国
社
会
停
滞
論
、

中
国
文
化
外
来
論
、

の
ち
に
は
水
利
史
観
、

征
服
王
朝
論
、

世
俗
化
理
論
、

文
化
衝
突
論
な
ど
。

二
、　

具
体
的
問
題
に
十
分
な
資
料
の
収
集
を
し
、

研
究
を
行
な
う
。

少
な
か
ら
ざ
る

具
体
的
問
題
で
出
色
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
ｃ

四
、　

大
量
の
目
録
や
索
引
、

辞
典
、

影
印
資
料
な
ど
工
具
書
類
の
活
用
を
重
視
す
る
。

五
、　

近
代
の
日
本
の
中
国
学
に
は
地
域
の
特
色
が
顕
著
ｃ

各
地
の
学
派
、

団
体
、

師

弟
関
係
が
研
究
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
も
つ
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
中
国
研
究
が
評
価
さ
れ
る
の
は
、
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
中
国
の
学
者
に
よ
っ
て
。

こ
れ
は
日
本
人
に
大
き
な
自
信
を
与
え
て
く
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
狭
義
の
日
本
漢
文
学
、
日
本
漢
学
の
理
解
に
あ
る
大
き
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
。

た
と
え
そ
れ
が
日
本
式

（漢
文
訓
読
に
よ
る
）
の
中
に
中
国
文
化
理
解
で

あ
っ
た
と
し
て
も

（た
と
え
ば
江
戸
時
代
の
日
本
人
に
よ
る
儒
教
理
解
）、
そ
の
成
果
に

自
信
を
も
つ
て
い
い
こ
と
で
あ
る
。

キ換
字
と
漠
字
文
化
に
あ
る
普
遍
性
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、

そ
れ
を
駆
使
し
た
作
品
に
、

本
場

（御
本
とこ

の
中
国
に
も
ひ
け
を
と
ら
ぬ
質

の
高
い
も
の
が
あ
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
。

私
は
江
戸
時
代
の
儒
教
理
解
に
日
本
人
は

中
国
や
朝
鮮
に
も
な
い
深
い
理
解
と
独
自
の
貢
献
を
し
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が

（中
江
藤
樹
の
孝
理
解
、

伊
藤
仁
斎
や
貝
原
益
軒
の
仁
理
解
、

町
人
石
田
梅
岩
の
性
理

学
理
解
な
ど
）
、

本
書
の
高
い
日
本
中
国
学
評
価
は
あ
る
自
信
を
与
え
て
く
れ
る
。

三
、

新
旧
学
術
思
想

・
研
究
方
法
の
衝
突

著
者
は
日
本
の
近
代
中
国
学
の
確
立
期
を
日
清
戦
争
直
後
の
一
人
九
五
年
か
ら
第

一
次

世
界
大
戦
終
了
の
一
九

一
人
年
の
時
期
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
直
前
の
一
人
八
①

（明
治

一
三
）
年
か
ら

一
人
九
二

（明
治
二
六
）
年
の
間
に
二
つ
の
大
き
な
論
争
が
あ
っ
た
こ
と

を
重
視
し
、

そ
れ
を
通
し
て
日
本
近
代
の
中
国
学
の
新
し
い
研
究
思
想
と
方
法
が
準
備
さ

れ
た
と
見
た
。

一
つ
は
重
野
安
繹

（
一
八
二
七
～

一
九

一
〇
）、
久
米
邦
武

（
一
人
三
九
～

一
九
二

一
）

が
引
き
起
こ
し
た
赤
穂
義
士
、

児
島
高
徳
お
よ
び
上
古
祭
神
風
俗
論
争
で
あ
り
、

今

一
つ

は
那
珂
通
世

「日
本
上
古
年
代
考
」
に
関
す
る
論
争
で
あ
る
。

重
野
は

一
人
八
九
年
『赤
穂
義
士
実
置

を
出
版
し
、

四
十
七
人
の
事
実
を
考
証
し
た
。

重
野
は
ま
た

『太
平
記
』
中
で
活
躍
し
、

忠
臣
の
見
本
と
さ
れ
て
き
た
児
島
高
徳
は
実
在

し
な
い
架
空
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を

「児
島
高
徳
考
」
全

八
九
〇
年
）
で
発
表
し
た
ｃ

と

く
に
後
者
は
強
烈
な
反
発
を
招
き
、

重
野
は

「抹
殺
博
士
」
と
称
さ
れ
た
。

こ
の
実
証
を
基
礎
と
す
る
理
性
的
態
度
と
も
関
わ
っ
て
、

久
米
邦
武
は

一
人
九

一

（明

治
二
四
）
年
、
「碑
道
は
祭
天
の
古
俗
」
翁
史
学
会
雑
士建

一
〓
一～
二
五
）
と
い
う
論
文
を

発
表
し
、

神
道
家
た
ち
の
激
烈
な
反
撃
に
あ
っ
て
、　

つ
い
に
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
を
辞

職
さ
せ
ら
れ
た
。
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那
珂
通
世
が
ま
き
起
こ
し
た
論
争
は
コ
ニ
国
志
・魏
志
』
に
出
る
卑
弥
呼
の
記
載
と
『
日

本
書
紀
』
中
の
神
功
皇
后
の
記
載
に
百
年
以
上
の
差
が
あ
り
、

神
功
皇
后
は
卑
弥
呼
で
あ

る
の
か
否
か
、

邪
馬
台
国
は
ど
こ
に
存
在
し
た
か
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
た
（初

回
の
提
起
は

一
人
七
八
年
、

二
度
目
は

一
人
八
八
年
ウ
ｃ

欧
州
留
学
帰
り
の
二
宅
米
吉
が
創

刊
し
た

『文
』
（第

一
巻
、

第
八

・
九
号
）
と
い
う
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
第
二
次
発
表
後
、

こ
の
雑
誌
で
熱
烈
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
。

中
村
正
直
、

久
米
邦
武
、

津
田
直
道
、

末
松
謙
澄
、

西
村
茂
樹
、

星
野
恒
、

加
藤
弘
之
ら
二
十
余
人
が
回
答
を
寄
せ
、　

一
大
論
争

を
呈
し
た
。

こ
れ
ら
は

一
見
中
国
研
究
や
日
本
漢

（文
）
学
研
究
に
関
係
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

さ
に
あ
ら
ず
、

こ
の
後

（
一
九
〇
九
）
に
起
こ
る
白
鳥
庫
吉
が
提
起
し
た
尭
舜
高
は
実
在

の
人
物
で
は
な
く
、

天

・
人

・
地
の
仮
託
で
あ
る
と
い
う
“

尭
舜
高
抹
殺
勢理

に
つ
な
が

つ
て
い
く
。

こ
の
二
つ
の
論
争
を
通
し
て
新
し
い
研
究
思
想
と
研
究
方
法
が
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と

は
、

定
説
で
あ
る
が
、

李
慶
氏
は
そ
の
際
那
珂
通
世
た
ち
が
清
朝
の
学
者
桂
述
の
仕
事
『桂

東
壁
遺
書
』
に
注
目
し
、

そ
こ
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
重
視
す
る
。

那
珂
は
桂
東
壁
の
仕
事
の
ど
こ
を
評
価
し
た
の
で
あ
る
か
。　

一
九
〇
二
年

『史
学
雑
華
世

第
十
二
編
第
七
号
に
発
表
し
た

「考
信
録
解
題
」
で
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
て

い
る
。「経

伝
子
史
百
書
の
書
を
読
み
て
そ
の
新
古
を
鑑
定
し
、

そ
の
真
偽
を
軸
別
す
る
こ
と

は
、

我
国
人
に
望
み
難
き
業
な
れ
ば
、

幸
に
此
書
に
頼
り
て
其
労
を
省
く
こ
と
を
得
べ

し
。

東
壁
の
排
斥
す
る
は
、

俗
伝
な
り
、

偽
書
な
り
、

異
端
邪
説
な
り
、

後
儒
の
謬
解

な
り
。

そ
の
信
用
す
る
は
、

古
伝
な
り
、

古
書
な
り
。

聖
人
の
道
な
り
。

そ
の
聖
人
の

道
は
暫
く
置
き
、

そ
の
古
書
古
伝
に
就
て
、

更
に
研
究
を
加
ふ
る
こ
と
あ
ら
ば
、

我
が

西
隣
の
古
代
開
化
の
真
相
を
知
る
に
於
て
、

労
少
く
し
て
功
多
か
る
べ
し
ｃ

故
に
此
書

は
我
国
の
史
家
に
取
り
て
閥
く
べ
か
ら
ざ
る
良
書
に
し
て
、

陳
履
和
の
謂
は
ゆ
る

「必

有
真
知
」
は
、

彼
国
に
は
望
み
難
け
れ
ど
も
、

そ
の
我
国
に
行
は
る
ゝ
こ
と
は
、

何
ぞ

「百
年
之
久
」
を
待
た
ん
。

」

那
珂
通
世
は
こ
の
書

『佳
東
壁
遺
害
』
を
狩
野
直
喜
か
ら
知
ら
さ
れ
、

狩
野
は
内
藤
湖

南
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
い
ナ乳

李
慶
氏
は
那
珂
通
世
ら
に
与
え
た
本
書
の
影
響
を
重
く
見
て
、

次
の
よ
う
に
総
括
し
た
。

「日
本
近
代
の
中
国
学
の
理
性
的
批
判
思
想
は
、

ま
た
中
国
前
近
代
の
優
秀
な
理
性
と

批
判
精
神
か
ら
も
養
分
を
吸
収
し
た
。

要
す
る
に
明
治
以
後
導
入
し
た
大
量
の
西
洋
思

想
が
、

学
術
研
究
領
域
に
浸
透
し
、

批
判
精
神
を
も
つ
中
国
学
術
思
想

・
方
法
と
結
合

し
て
日
本
独
特
の
新
し
い
研
究
思
想
と
方
法
が
逐
次
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

」

李
慶
氏
の
言
う
こ
の
時
期
の
二
つ
の
論
争
と
桂
東
壁
の
書

（の
影
饗
０

が
近
代
的
な
中

国
学
術
研
究
の
精
神
と
方
法
の
確
立
に
貢
献
し
た
。

四
、　

全
面
ロ
ー
マ
字
化
、

仮
名
化
の
主
張
が
あ
っ
た
こ
と
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文
明
開
化

（近
代
化
）
が
必
然
化
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。　

一
人
八
二

（明
治

十
五
）
年

『東
洋
学
芸
雑
華
世

第
七
号
と
第
八
号
で
東
京
大
学
理
学
部
教
授
矢
田
部
良
吉
が

「羅
馬

字
フ
以
テ
日
本
語
フ
綴
ル
ノ
説
」
を
発
表
し
た
（）

西
周
の
主
張
を
継
承
し
、

発
展
さ
せ
た

も
の
と
い
う
。

三
年
後
の
一
月
に
外
山
正

一
を
会
長
に

「羅
馬
挙太
否

が
発
足
す
る
。

こ

れ
と
前
後
し
て
、

三
宅
米
吉
に
よ
っ
て
全
面
仮
名
化
を
主
張
す
る
雑
誌

『
か
な
の
ま
な
び
』

が

一
人
八
三

（明
治

一
六
）
年
に
創
刊
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
本
書
は
教
え
て
く
れ
る
。

現

在
南
北
朝
鮮
で
は
全
面
ハ
ン
グ
ル
化
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
で
は
ハ
ン
グ
ル
漠
字
併

用
が
新
聞
や
学
術
論
文
で
は

一
部
行
わ
れ
て
い
て
、

漢
字
文
化
圏
で
の
全
面
ハ
ン
グ
ル
化

の
困
難
さ
も
示
し
て
い
る
ｃ

平
仮
名
や
片
仮
名
が
発
明
さ
れ
漢
字
と
併
用
さ
れ
て
き
た
日

本
で
の
全
面
仮
名
化
、

ま
た
ハ
ン
グ
ル
と
仮
名
の
構
造
上
の
ち
が
い
も
あ
る
の
で
、　

一
概

に
比
較
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、

明
治
の
十
年
代
で
の
こ
の
二
つ
の
運
動
は
、
日
本

で
も
漢
字
全
廃
、

全
面
ハ
ン
グ
ル
化
に
似
た
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
し
ら
さ
れ
て
興
味
深

い
。

矢
田
部
良
吉
が
漢
字
や
漢
文
が
過
去
に
日
本
人
に
進
歩
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
認
め

つ
つ
、

そ
れ
が
日
本
人
を

「束
縛
圧
制
」
し
、
「新
思
想
、

新
言
論
フ
発
揮
ス
ル
ノ
自
由
フ

奪
」
っ
て
き
た
と
い
う
指
摘
も
、
日
本
漢
文
学
の
功
罪
を
考
え
る
上
で
参
考
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
】乳

上
記
の
二
、

二
、

四
の
こ
と
以
外
に
も
本
書
か
ら
中
村
正
直
の

「漢
学
不
可
廃
論
」
（明

治
二
十
五
年
五
月
演
説
）
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
な
ど
記
す
べ
き
こ
と
は
ま
だ
沢
山
あ
る
。

し
か
し
山
路
愛
山
の

『
孔
子
論
』
の
序
に
次
の
一
節
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
こ
と

だ
け
は
、

本
書
評
の
締
め
と
し
て
飾
ら
せ
て
い
た
ゞ
き
た
い
。

「余
の
信
ず
る
所
に
依
れ
ば
孔
子
は
日
本
精
神
界
の
共
有
物
に
し
て
而
し
て
其
教
訓
は

日
本
人
民
の
遺
産
な
り
。

余
は
日
本
人
民
が
新
し
き
智
識
を
追
求
す
る
と
共
に
、

旧
き

思
想
を
保
存
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。

孔
子
の
流
風
餘
韻
は
今
も
猶
ほ
吾
人
の
社
交
に
影
響

し
、

法
律
に
す
ら
影
響
す
。

吾
人
の
祖
先
は
孔
子
の
遺
訓
に
依
つ
て
教
育
せ
ら
れ
、

而

し
て
吾
人
は
此
教
育
の
中
に
胚
胎
し
て
新
し
き
時
代
に
生
れ
た
り
。

余
は
此
の
如
き
思

想
の
太
祖
を
研
究
す
る
の
日
本
人
た
る
読
書
生
の
義
務
な
る
こ
と
を
感
ず
。

」
（民
友
社

刊
）

孔
子
の
思
想
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
深
い
理
解
と
愛
は
、

後
に
下
村
湖
人
な
ど
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
日
本
漢
文
学
理
解
の
た
め
に
貴
重
で
あ
る
。

本
書
第
二
部
か
ら
は
内
藤
湖
南
と
津
田
左
右
吉
の
中
国
思
想
理
解
の
違
い
な
ど
を
問
題

に
す
る
価
値
が
あ
る
。

第
二
部
の
戦
後
篇
か
ら
は
狭
義
の
日
本
漢
文
学
理
解
の
た
め
に
注

目
す
る
と
こ
ろ
は
何
も
な
か
っ
た
。

日
本
漠
文
学
理
解
と
そ
の
研
究
の
た
め
に
本
書
が
貢
献
し
て
く
れ
る
の
は
第

一
部
の
明

治
篇
で
あ
る
。

今
回
書
評
の
た
め

一
部
の
明
治
の
雑
誌
に
直
接
当
た
っ
て
み
た
が
、

も
の

す
ご
い
数
の
遺
産
が
図
書
館
の
中
に
眠
っ
て
い
た
。

明
治
は
章薯
八
レに富
ん
だ
時
代
で
あ
っ

た
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
厖
大
な
文
章
を
見
て
、

す
ぐ
わ
か
る
。

こ
れ
ら
を
直
接
手
に
と
っ

て
読
む
必
要
が
あ
る
。

本
書
は
こ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

李
慶
氏
に
再
度
感
謝
を
申

し
あ
げ
た
い
。

（了
）
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